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プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ

知
多
牛
の
す
き
焼
き
肉
セ
ッ
ト
を
４
名
に

　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
海
」

の
ご
愛
読
者
の
皆
さ
ま
に
、

今
回
は
愛
知
県
の
ご
当
地
牛

「
知
多
牛
響ひ

び
きす
き
焼
き
肉
セ

ッ
ト
」
＝
写
真
＝
を
４
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
問

題
の
答
え
を
下
記
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　
〈
問
題
〉
収
入
保
険
の
加

入
に
は
○
色
申
告
が
必
要
で

す
。
○
に
該
当
す
る
色
を
次

の
う
ち
か
ら
、
お
答
え
く
だ

さ
い
。

　
ア
白　
イ
青　
ウ
赤

　
〈
応
募
方
法
〉
①
ク
イ
ズ

の
答
え
②
氏
名
③
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
④
年

齢
、
性
別
⑤
紙
面
へ
の
ご
意

見
・
ご
要
望
な
ど
―
―
を
必

ず
お
書
き
の
上
、
は
が
き
か

Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ

い
。

　
は
が
き
の
場
合
は
、
〒
４

６
０
―

０
０
０
２　
愛
知
県

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
２
の

１
の
１１　
愛
知
県
農
業
共
済

組
合　
「
知
多
牛
響
す
き
焼

き
肉
セ
ッ
ト
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

係
ま
で
。

　
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

kikaku@
nosai-aic

hi.or.jp

ま
で
。

　
な
お
、
ご
記
入
い
た
だ
い

た
個
人
情
報
は
、
商
品
の
発

送
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

　
〈
締
め
切
り
〉
２
０
２
０

年
１１
月
９
日
㈪
当
日
消
印
有

効
　
〈
当
選
者
の
発
表
〉
商
品

の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
国
の
保
険
制

度
で
、
青
色
申
告
を
し
て
い

る
農
業
者
が
対
象
で
す
。
加

入
申
請
の
期
限
は
、
個
人
の

方
は
令
和
２
（
２
０
２
０
）

年
１２
月
末
ま
で
で
す
。

　
制
度
や
加
入
手
続
き
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
各
県

の
農
業
共
済
組
合
等
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
岐
阜
県
農
業
共
済
組
合

☎
０
５
８
（
２
７
０
）
０
０

８
３　

　
▽
静
岡
県
農
業
共
済
組
合

連
合
会
☎
０
５
４
（
２
５

１
）
３
５
１
１

　
▽
愛
知
県
農
業
共
済
組
合

☎
０
５
２
（
２
０
４
）
２
４

１
１

　
▽
三
重
県
農
業
共
済
組
合

☎
０
５
９
（
２
２
８
）
５
１

３
５

加
入
申
請
の
問
い
合
わ
せ
は

　
【
三
重
支
局
】
「
茶
は
霜
な

ど
の
天
候
や
市
場
価
格
に
左
右

さ
れ
や
す
く
、
経
営
努
力
だ
け

で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分
が

大
き
い
作
物
だ
と
思
う
」
と
話

す
森
川
浩
明
さ
ん（
４９
）は
、
四

日
市
市
水
沢
野
田
町
で
茶
８
４

０
㌃
を
栽
培
し
て
い
る
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
市
場
価
格
が
暴
落

し
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

森
川
さ
ん
は
「
一
番
茶
の
価
格

が
去
年
の
二
番
茶
よ
り
も
低
い

状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

嘆
く
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
一
番
茶
の
市

場
価
格
は
二
番
茶
の
倍
ほ
ど
だ

が
、
今
年
は
買
い
手
が
付
か

ず
、
出
荷
量
が
激
減
。
「
出
荷

で
き
な
く
て
も
管
理
の
た
め
に

は
刈
り
取
り
作
業
が
必
要
。
泣

く
泣
く
茶
葉
を
刈
り
落
と
し
て

廃
棄
し
た
」
と
い
う
。
廃
棄
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
肥
料
代
や

人
件
費
は
、
通
常
時
と
同
額
か

か
る
た
め
、
収
入
は
減
少
す
る

一
方
だ
。

　
そ
ん
な
中
、
「
昨
年
か
ら
収

入
保
険
に
加
入
し
て
い
た
お
か

げ
で
、
支
払
わ
れ
た
保
険
金
を

営
農
資
金
に
回
す
こ
と
が
で
き

た
」
と
安あ

ん

堵ど

す
る
。

　
ま
た
、
従
業
員
を
雇
う
立
場

で
も
あ
る
森
川
さ
ん
は
、
「
給

料
を
支
払
え
な
い
と
い
う
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
収
入
の
８
割

を
補
償
し
て
く
れ
る
収
入
保
険

の
お
か
げ
で
、
安
心
し
て
眠
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
話
す
。

　
収
入
保
険
に
助
け
ら
れ
た
実

体
験
か
ら
、
周
り
の
茶
農
家
に

も
加
入
を
勧
め
て
い
る
と
い

う
。
「
こ
れ
か
ら
は
農
業
者
が

自
分
自
身
で
経
営
を
行
っ
て
い

く
時
代
。
収
入
保
険
は
、
そ
の

危
険
分
散
の
一
つ
に
な
る
」
と

話
す
。　
　
　
　
　
（
横
井
）

　
【
愛
知
支
局
】
安
城
市
で
ハ

ウ
ス
キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培
す
る
大

屋
卓
久
さ
ん（
６４
）は
、
高
校
卒

業
後
に
家
業
を
継
ぎ
、
キ
ュ
ウ

リ
農
家
と
な
っ
た
。
現
在
は
ハ

ウ
ス
約
２８
㌃
で
、
妻
の
真
知
子

さ
ん（
６０
）と
パ
ー
ト
の
３
人
で

品
種「
ト
ッ
プ
ラ
ン
」を
栽
培
し

て
い
る
。「
新
品
種
よ
り
も
、
２０

年
間
の
病
虫
害
対
応
の
経
験
を

生
か
し
同
じ
品
種
を
作
り
続
け

て
い
る
」と
大
屋
さ
ん
は
話
す
。

そ
れ
で
も
、
生
育
期
間
中
の
１

月
か
ら
２
月
に
か
け
て
病
害
な

ど
に
非
常
に
な
り
や
す
く
、
と

て
も
神
経
を
使
う
と
い
う
。

　
そ
ん
な
中
、
三
つ
の
要
因
が

あ
り
、
収
入
保
険
へ
の
加
入
を

決
め
た
。
一
つ
目
は
、
新
規
加

入
の
１
年
目
限
定
だ
が
、
野
菜

価
格
安
定
制
度
と
同
時
加
入
が

可
能
な
こ
と
だ
。
二
つ
目
は
、

特
別
定
額
給
付
金
を
加
入
資
金

に
回
せ
た
こ
と
。
三
つ
目
は
、

農
業
者
が
体
調
を
崩
し
た
際
の

収
入
補
償
―
―
こ
れ
が
一
番
の

決
め
手
と
な
っ
た
。

　
先
日
、
大
屋
さ
ん
が
腰
を
悪

く
し
、
真
知
子
さ
ん
か
ら
今
冬

の
ハ
ウ
ス
管
理
は
私
だ
け
で
は

で
き
な
い
と
伝
え
ら
れ
た
ほ

か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
自
分
や
家
族

が
感
染
し
た
ら
、
収
入
が
無
く

な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
、
保
険

の
必
要
性
を
実
感
し
た
と
い

う
。
「
恵
方
巻
き
を
食
べ
る
２

月
ご
ろ
に
、
キ
ュ
ウ
リ
の
需
要

が
高
ま
り
、
収
入
が
安
定
す

る
。
作
物
自
体
の
病
虫
害
対
策

は
自
分
で
で
き
る
が
、
体
調
を

崩
し
た
際
の
収
入
の
保
険
は
今

ま
で
な
か
っ
た
」
と
話
す
。

　
ま
た
、
加
入
手
続
き
に
つ
い

て
「
過
去
５
年
間
分
の
確
定
申

告
書
と
決
算
書
を
提
出
す
る
く

ら
い
で
、
煩
わ
し
さ
は
な
か
っ

た
」
と
話
す
大
屋
さ
ん
。
「
安

定
し
た
収
入
を
確
保
し
、
貯
蓄

も
で
き
る
農
業
経
営
を
続
け
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　
　
（
三
輪
、
入
山
、
兼
子
）

　
【
岐
阜
支
局
】
高
山
市
久
々

野
町
の
海
抜
７
５
０
～
７
８
０

㍍
に
位
置
す
る
高
冷
地
で
、
リ

ン
ゴ
１
５
０
㌃
と
モ
モ
２５
㌃
を

家
族
で
栽
培
す
る
果
樹
園
「
ふ

く
わ
ら
び
」
の
長
瀬
重
喜
さ
ん

（
７５
）と
息
子
の
安
弘
さ
ん

（
４７
）。
有
機
質
肥
料
を
施
用

し
、
化
学
合
成
農
薬
の
使
用
を

抑
え
た
栽
培
で
収
穫
さ
れ
た
果

実
を
産
地
直
送
で
販
売
す
る
。

　
「
ひ
と
昔
前
の
作
り
方
に
似

て
い
る
の
で
、
購
入
者
か
ら

『
昔
食
べ
た
リ
ン
ゴ
の
味
が
す

る
』
と
言
わ
れ
ま
す
」
と
２
人

は
話
す
。

　
購
入
者
に
は
、
食
べ
比
べ
て

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
リ
ン

ゴ
は
約
3０
品
種
、
モ
モ
は
５
品

種
を
栽
培
。
そ
の
時
季
に
用
意

で
き
る
品
種
を
詰
め
合
わ
せ
て

発
送
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
安
弘
さ
ん
が
収
入
保
険
制
度

を
最
初
に
知
っ
た
の
は
、
税
務

署
に
貼
っ
て
あ
っ
た
ポ
ス
タ

ー
。
以
前
は
果
樹
共
済
の
半
相

殺
特
定
危
険
方
式
（
減
収
暴
風

雨・ひ
ょ
う
害
・
凍
霜
害
方
式
）

を
選
択
し
て
い
た
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
職
員
の
提
案
も
あ
り
、
２

０
１
９
年
１
月
の
収
入
保
険
制

度
初
年
度
に
加
入
し
た
。

　
「
青
色
申
告
の
書
類
を
使
っ

て
、
農
家
ご
と
の
基
準
収
入
の

設
定
を
す
る
。
は
っ
き
り
し
て

分
か
り
や
す
い
の
が
い
い
」
と

安
弘
さ
ん
。
昨
年
は
、
４
～
５

月
の
晩
霜
で
花
芽
が
枯
死
す
る

な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
。
今
年

７
月
の
雨
の
影
響
が
心
配
だ
っ

た
と
い
う
。
重
喜
さ
ん
は
「
熊

本
地
震
や
近
年
の
大
型
台
風
な

ど
大
き
な
災
害
が
不
安
。
７
月

の
豪
雨
で
は
、
近
く
で
崩
れ
た

場
所
も
あ
っ
た
。
保
険
へ
の
加

入
は
自
分
で
備
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
収
入
保
険
の
加
入
は

心
強
い
」
と
話
す
。
（
松
岡
）

　
【
静
岡
支
局
】
富
士
市
で
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
３
㌶
と
エ
ダ
マ
メ

２
㌶
、
水
稲
４
・
５
㌶
を
栽
培

す
る
鈴
木
康や

す

史ふ
み

さ
ん（
４２
）。
若

手
農
家
で
結
成
し
た
「
東
部
稲

作
研
究
会
」
に
加
入
し
、
情
報

交
換
や
卸
先
の
開
拓
を
進
め
る

な
ど
仲
間
と
精
力
的
に
活
動
し

て
い
る
。

　
鈴
木
さ
ん
は
妥
協
せ
ず
に
良

い
も
の
を
作
り
た
い
と
の
思
い

が
強
く
、
設
備
や
良
質
な
肥
料

へ
の
投
資
を
惜
し
ま
な
い
。
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
エ
ダ
マ
メ
の
圃

場
に
は
、
高
さ
２
㍍
の
鉄
柵
の

上
に
電
気
柵
を
巡
ら
せ
る
こ
と

で
、
獣
害
が
一
切
な
く
な
っ
た

と
い
う
。

　
収
入
保
険
に
加
入
し
た
決
め

手
を
「
露
地
栽
培
で
は
、
ど
ん

な
に
ま
じ
め
に
や
っ
て
も
そ
れ

が
実
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
補
償
は
自
分
の
味
方
で
あ

り
、
不
安
を
取
り
除
く
も
の
だ

っ
た
」
と
話
す
鈴
木
さ
ん
。

　
以
前
か
ら
減
収
を
補
償
す
る

保
険
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
収
入
保
険
制
度
が
で

き
る
と
い
う
情
報
を
耳
に
し

た
。
担
当
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員

に
は
、
「
加
入
申
請
が
始
ま
っ

た
ら
一
番
に
声
を
掛
け
て
ほ
し

い
」
と
伝
え
、
制
度
開
始
と
と

も
に
加
入
し
た
。

　
今
年
は
６
月
の
長
雨
の
影
響

で
エ
ダ
マ
メ
の
収
穫
量
が
半
分

以
下
に
落
ち
込
む
な
ど
、
過
去

最
悪
の
収
支
見
込
み
と
な
り
、

昨
年
に
続
き
つ
な
ぎ
融
資
を
受

け
た
。
自
分
へ
の
支
払
実
績
に

つ
い
て
隠
さ
ず
仲
間
に
伝
え
、

こ
れ
ま
で
に
１５
人
ほ
ど
に
収
入

保
険
の
良
さ
を
紹
介
し
、
加
入

を
後
押
し
し
た
。

　
「
実
際
に
申
請
す
る
と
簡
単

だ
が
、
加
入
す
る
ま
で
に
分
か

り
づ
ら
い
と
い
う
印
象
が
あ
る

の
が
も
っ
た
い
な
い
。
集
団
加

入
割
引
制
度
や
、
掛
金
が
高
く

て
も
今
以
上
に
補
償
割
合
の
高

い
プ
ラ
ン
の
創
設
な
ど
、
今
後

も
改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
望

み
ま
す
」
と
話
す
。
（
増
井
）

　農業経営には、自分で解決が難しいリスクが付きまとう。
新型コロナの感染拡大による市場価格の低下のほか、大型台
風や集中豪雨、いつ発生してもおかしくないと危惧される東
海地震などの天変地異、さらには農業者個人の急な体調不良
まで――どんなに頑張って農業を営んでいても、それは突然
訪れてしまう。そんな中、さまざまなリスクの備えに「収入
保険」を選択した東海４県の農業者を紹介する。

「毎年購入してくれるリピーターの期
待に応えたい」と話す長瀬さん親子

「
リ
ス
ク
へ
の
備
え
と
し
て
、
収
入
保
険
は
頼
り
に
な

る
存
在
」
と
話
す
森
川
さ
ん

トップランを栽培するハウスの前で収入
保険の安心感を話す大屋さん夫妻

収入保険について「頑張った分が報
われる制度だ」と話す鈴木さん

収入保険 安心の経営で を

病
気
や
け
が
に
備
え
る
た
め

従
業
員
の
生
活
も
守
る
手
段

幅
広
い
補
償
で
内
容
が
明
快

欲
し
か
っ
た
補
て
ん
制
度

長
瀬
重
喜
さ
ん
、安
弘
さ
ん
岐
阜
県
高
山
市

果
樹

鈴
木
康
史
さ
ん
静
岡
県
富
士
市

野
菜
、水
稲

森
川
浩
明
さ
ん
三
重
県
四
日
市
市

茶

大
屋
卓
久
さ
ん
愛
知
県
安
城
市

キ
ュ
ウ
リ
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プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ

知
多
牛
の
す
き
焼
き
肉
セ
ッ
ト
を
４
名
に

　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
海
」

の
ご
愛
読
者
の
皆
さ
ま
に
、

今
回
は
愛
知
県
の
ご
当
地
牛

「
知
多
牛
響ひ

び
きす
き
焼
き
肉
セ

ッ
ト
」
＝
写
真
＝
を
４
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
問

題
の
答
え
を
下
記
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　
〈
問
題
〉
収
入
保
険
の
加

入
に
は
○
色
申
告
が
必
要
で

す
。
○
に
該
当
す
る
色
を
次

の
う
ち
か
ら
、
お
答
え
く
だ

さ
い
。

　
ア
白　
イ
青　
ウ
赤

　
〈
応
募
方
法
〉
①
ク
イ
ズ

の
答
え
②
氏
名
③
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
④
年

齢
、
性
別
⑤
紙
面
へ
の
ご
意

見
・
ご
要
望
な
ど
―
―
を
必

ず
お
書
き
の
上
、
は
が
き
か

Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ

い
。

　
は
が
き
の
場
合
は
、
〒
４

６
０
―

０
０
０
２　
愛
知
県

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
２
の

１
の
１１　
愛
知
県
農
業
共
済

組
合　
「
知
多
牛
響
す
き
焼

き
肉
セ
ッ
ト
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

係
ま
で
。

　
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

kikaku@
nosai-aic

hi.or.jp

ま
で
。

　
な
お
、
ご
記
入
い
た
だ
い

た
個
人
情
報
は
、
商
品
の
発

送
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

　
〈
締
め
切
り
〉
２
０
２
０

年
１１
月
９
日
㈪
当
日
消
印
有

効
　
〈
当
選
者
の
発
表
〉
商
品

の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
国
の
保
険
制

度
で
、
青
色
申
告
を
し
て
い

る
農
業
者
が
対
象
で
す
。
加

入
申
請
の
期
限
は
、
個
人
の

方
は
令
和
２
（
２
０
２
０
）

年
１２
月
末
ま
で
で
す
。

　
制
度
や
加
入
手
続
き
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
各
県

の
農
業
共
済
組
合
等
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
岐
阜
県
農
業
共
済
組
合

☎
０
５
８
（
２
７
０
）
０
０

８
３　

　
▽
静
岡
県
農
業
共
済
組
合

連
合
会
☎
０
５
４
（
２
５

１
）
３
５
１
１

　
▽
愛
知
県
農
業
共
済
組
合

☎
０
５
２
（
２
０
４
）
２
４

１
１

　
▽
三
重
県
農
業
共
済
組
合

☎
０
５
９
（
２
２
８
）
５
１

３
５

加
入
申
請
の
問
い
合
わ
せ
は

　
【
三
重
支
局
】
「
茶
は
霜
な

ど
の
天
候
や
市
場
価
格
に
左
右

さ
れ
や
す
く
、
経
営
努
力
だ
け

で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分
が

大
き
い
作
物
だ
と
思
う
」
と
話

す
森
川
浩
明
さ
ん（
４９
）は
、
四

日
市
市
水
沢
野
田
町
で
茶
８
４

０
㌃
を
栽
培
し
て
い
る
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
市
場
価
格
が
暴
落

し
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

森
川
さ
ん
は
「
一
番
茶
の
価
格

が
去
年
の
二
番
茶
よ
り
も
低
い

状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

嘆
く
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
一
番
茶
の
市

場
価
格
は
二
番
茶
の
倍
ほ
ど
だ

が
、
今
年
は
買
い
手
が
付
か

ず
、
出
荷
量
が
激
減
。
「
出
荷

で
き
な
く
て
も
管
理
の
た
め
に

は
刈
り
取
り
作
業
が
必
要
。
泣

く
泣
く
茶
葉
を
刈
り
落
と
し
て

廃
棄
し
た
」
と
い
う
。
廃
棄
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
肥
料
代
や

人
件
費
は
、
通
常
時
と
同
額
か

か
る
た
め
、
収
入
は
減
少
す
る

一
方
だ
。

　
そ
ん
な
中
、
「
昨
年
か
ら
収

入
保
険
に
加
入
し
て
い
た
お
か

げ
で
、
支
払
わ
れ
た
保
険
金
を

営
農
資
金
に
回
す
こ
と
が
で
き

た
」
と
安あ

ん

堵ど

す
る
。

　
ま
た
、
従
業
員
を
雇
う
立
場

で
も
あ
る
森
川
さ
ん
は
、
「
給

料
を
支
払
え
な
い
と
い
う
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
収
入
の
８
割

を
補
償
し
て
く
れ
る
収
入
保
険

の
お
か
げ
で
、
安
心
し
て
眠
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
話
す
。

　
収
入
保
険
に
助
け
ら
れ
た
実

体
験
か
ら
、
周
り
の
茶
農
家
に

も
加
入
を
勧
め
て
い
る
と
い

う
。
「
こ
れ
か
ら
は
農
業
者
が

自
分
自
身
で
経
営
を
行
っ
て
い

く
時
代
。
収
入
保
険
は
、
そ
の

危
険
分
散
の
一
つ
に
な
る
」
と

話
す
。　
　
　
　
　
（
横
井
）

　
【
愛
知
支
局
】
安
城
市
で
ハ

ウ
ス
キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培
す
る
大

屋
卓
久
さ
ん（
６４
）は
、
高
校
卒

業
後
に
家
業
を
継
ぎ
、
キ
ュ
ウ

リ
農
家
と
な
っ
た
。
現
在
は
ハ

ウ
ス
約
２８
㌃
で
、
妻
の
真
知
子

さ
ん（
６０
）と
パ
ー
ト
の
３
人
で

品
種「
ト
ッ
プ
ラ
ン
」を
栽
培
し

て
い
る
。「
新
品
種
よ
り
も
、
２０

年
間
の
病
虫
害
対
応
の
経
験
を

生
か
し
同
じ
品
種
を
作
り
続
け

て
い
る
」と
大
屋
さ
ん
は
話
す
。

そ
れ
で
も
、
生
育
期
間
中
の
１

月
か
ら
２
月
に
か
け
て
病
害
な

ど
に
非
常
に
な
り
や
す
く
、
と

て
も
神
経
を
使
う
と
い
う
。

　
そ
ん
な
中
、
三
つ
の
要
因
が

あ
り
、
収
入
保
険
へ
の
加
入
を

決
め
た
。
一
つ
目
は
、
新
規
加

入
の
１
年
目
限
定
だ
が
、
野
菜

価
格
安
定
制
度
と
同
時
加
入
が

可
能
な
こ
と
だ
。
二
つ
目
は
、

特
別
定
額
給
付
金
を
加
入
資
金

に
回
せ
た
こ
と
。
三
つ
目
は
、

農
業
者
が
体
調
を
崩
し
た
際
の

収
入
補
償
―
―
こ
れ
が
一
番
の

決
め
手
と
な
っ
た
。

　
先
日
、
大
屋
さ
ん
が
腰
を
悪

く
し
、
真
知
子
さ
ん
か
ら
今
冬

の
ハ
ウ
ス
管
理
は
私
だ
け
で
は

で
き
な
い
と
伝
え
ら
れ
た
ほ

か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
自
分
や
家
族

が
感
染
し
た
ら
、
収
入
が
無
く

な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
、
保
険

の
必
要
性
を
実
感
し
た
と
い

う
。
「
恵
方
巻
き
を
食
べ
る
２

月
ご
ろ
に
、
キ
ュ
ウ
リ
の
需
要

が
高
ま
り
、
収
入
が
安
定
す

る
。
作
物
自
体
の
病
虫
害
対
策

は
自
分
で
で
き
る
が
、
体
調
を

崩
し
た
際
の
収
入
の
保
険
は
今

ま
で
な
か
っ
た
」
と
話
す
。

　
ま
た
、
加
入
手
続
き
に
つ
い

て
「
過
去
５
年
間
分
の
確
定
申

告
書
と
決
算
書
を
提
出
す
る
く

ら
い
で
、
煩
わ
し
さ
は
な
か
っ

た
」
と
話
す
大
屋
さ
ん
。
「
安

定
し
た
収
入
を
確
保
し
、
貯
蓄

も
で
き
る
農
業
経
営
を
続
け
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　
　
（
三
輪
、
入
山
、
兼
子
）

　
【
岐
阜
支
局
】
高
山
市
久
々

野
町
の
海
抜
７
５
０
～
７
８
０

㍍
に
位
置
す
る
高
冷
地
で
、
リ

ン
ゴ
１
５
０
㌃
と
モ
モ
２５
㌃
を

家
族
で
栽
培
す
る
果
樹
園
「
ふ

く
わ
ら
び
」
の
長
瀬
重
喜
さ
ん

（
７５
）と
息
子
の
安
弘
さ
ん

（
４７
）。
有
機
質
肥
料
を
施
用

し
、
化
学
合
成
農
薬
の
使
用
を

抑
え
た
栽
培
で
収
穫
さ
れ
た
果

実
を
産
地
直
送
で
販
売
す
る
。

　
「
ひ
と
昔
前
の
作
り
方
に
似

て
い
る
の
で
、
購
入
者
か
ら

『
昔
食
べ
た
リ
ン
ゴ
の
味
が
す

る
』
と
言
わ
れ
ま
す
」
と
２
人

は
話
す
。

　
購
入
者
に
は
、
食
べ
比
べ
て

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
リ
ン

ゴ
は
約
3０
品
種
、
モ
モ
は
５
品

種
を
栽
培
。
そ
の
時
季
に
用
意

で
き
る
品
種
を
詰
め
合
わ
せ
て

発
送
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
安
弘
さ
ん
が
収
入
保
険
制
度

を
最
初
に
知
っ
た
の
は
、
税
務

署
に
貼
っ
て
あ
っ
た
ポ
ス
タ

ー
。
以
前
は
果
樹
共
済
の
半
相

殺
特
定
危
険
方
式
（
減
収
暴
風

雨・ひ
ょ
う
害
・
凍
霜
害
方
式
）

を
選
択
し
て
い
た
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
職
員
の
提
案
も
あ
り
、
２

０
１
９
年
１
月
の
収
入
保
険
制

度
初
年
度
に
加
入
し
た
。

　
「
青
色
申
告
の
書
類
を
使
っ

て
、
農
家
ご
と
の
基
準
収
入
の

設
定
を
す
る
。
は
っ
き
り
し
て

分
か
り
や
す
い
の
が
い
い
」
と

安
弘
さ
ん
。
昨
年
は
、
４
～
５

月
の
晩
霜
で
花
芽
が
枯
死
す
る

な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
。
今
年

７
月
の
雨
の
影
響
が
心
配
だ
っ

た
と
い
う
。
重
喜
さ
ん
は
「
熊

本
地
震
や
近
年
の
大
型
台
風
な

ど
大
き
な
災
害
が
不
安
。
７
月

の
豪
雨
で
は
、
近
く
で
崩
れ
た

場
所
も
あ
っ
た
。
保
険
へ
の
加

入
は
自
分
で
備
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
収
入
保
険
の
加
入
は

心
強
い
」
と
話
す
。
（
松
岡
）

　
【
静
岡
支
局
】
富
士
市
で
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
３
㌶
と
エ
ダ
マ
メ

２
㌶
、
水
稲
４
・
５
㌶
を
栽
培

す
る
鈴
木
康や

す

史ふ
み

さ
ん（
４２
）。
若

手
農
家
で
結
成
し
た
「
東
部
稲

作
研
究
会
」
に
加
入
し
、
情
報

交
換
や
卸
先
の
開
拓
を
進
め
る

な
ど
仲
間
と
精
力
的
に
活
動
し

て
い
る
。

　
鈴
木
さ
ん
は
妥
協
せ
ず
に
良

い
も
の
を
作
り
た
い
と
の
思
い

が
強
く
、
設
備
や
良
質
な
肥
料

へ
の
投
資
を
惜
し
ま
な
い
。
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
エ
ダ
マ
メ
の
圃

場
に
は
、
高
さ
２
㍍
の
鉄
柵
の

上
に
電
気
柵
を
巡
ら
せ
る
こ
と

で
、
獣
害
が
一
切
な
く
な
っ
た

と
い
う
。

　
収
入
保
険
に
加
入
し
た
決
め

手
を
「
露
地
栽
培
で
は
、
ど
ん

な
に
ま
じ
め
に
や
っ
て
も
そ
れ

が
実
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
補
償
は
自
分
の
味
方
で
あ

り
、
不
安
を
取
り
除
く
も
の
だ

っ
た
」
と
話
す
鈴
木
さ
ん
。

　
以
前
か
ら
減
収
を
補
償
す
る

保
険
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
収
入
保
険
制
度
が
で

き
る
と
い
う
情
報
を
耳
に
し

た
。
担
当
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員

に
は
、
「
加
入
申
請
が
始
ま
っ

た
ら
一
番
に
声
を
掛
け
て
ほ
し

い
」
と
伝
え
、
制
度
開
始
と
と

も
に
加
入
し
た
。

　
今
年
は
６
月
の
長
雨
の
影
響

で
エ
ダ
マ
メ
の
収
穫
量
が
半
分

以
下
に
落
ち
込
む
な
ど
、
過
去

最
悪
の
収
支
見
込
み
と
な
り
、

昨
年
に
続
き
つ
な
ぎ
融
資
を
受

け
た
。
自
分
へ
の
支
払
実
績
に

つ
い
て
隠
さ
ず
仲
間
に
伝
え
、

こ
れ
ま
で
に
１５
人
ほ
ど
に
収
入

保
険
の
良
さ
を
紹
介
し
、
加
入

を
後
押
し
し
た
。

　
「
実
際
に
申
請
す
る
と
簡
単

だ
が
、
加
入
す
る
ま
で
に
分
か

り
づ
ら
い
と
い
う
印
象
が
あ
る

の
が
も
っ
た
い
な
い
。
集
団
加

入
割
引
制
度
や
、
掛
金
が
高
く

て
も
今
以
上
に
補
償
割
合
の
高

い
プ
ラ
ン
の
創
設
な
ど
、
今
後

も
改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
望

み
ま
す
」
と
話
す
。
（
増
井
）

　農業経営には、自分で解決が難しいリスクが付きまとう。
新型コロナの感染拡大による市場価格の低下のほか、大型台
風や集中豪雨、いつ発生してもおかしくないと危惧される東
海地震などの天変地異、さらには農業者個人の急な体調不良
まで――どんなに頑張って農業を営んでいても、それは突然
訪れてしまう。そんな中、さまざまなリスクの備えに「収入
保険」を選択した東海４県の農業者を紹介する。

「毎年購入してくれるリピーターの期
待に応えたい」と話す長瀬さん親子

「
リ
ス
ク
へ
の
備
え
と
し
て
、
収
入
保
険
は
頼
り
に
な

る
存
在
」
と
話
す
森
川
さ
ん

トップランを栽培するハウスの前で収入
保険の安心感を話す大屋さん夫妻

収入保険について「頑張った分が報
われる制度だ」と話す鈴木さん

収入保険 安心の経営で を

病
気
や
け
が
に
備
え
る
た
め

従
業
員
の
生
活
も
守
る
手
段

幅
広
い
補
償
で
内
容
が
明
快

欲
し
か
っ
た
補
て
ん
制
度

長
瀬
重
喜
さ
ん
、安
弘
さ
ん
岐
阜
県
高
山
市

果
樹

鈴
木
康
史
さ
ん
静
岡
県
富
士
市

野
菜
、水
稲

森
川
浩
明
さ
ん
三
重
県
四
日
市
市

茶

大
屋
卓
久
さ
ん
愛
知
県
安
城
市

キ
ュ
ウ
リ

（第3種郵便物認可） ２０２０年（令和２年）１０月２８日 ２０２０年１０月４週号 ８総 合東 海

プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ

知
多
牛
の
す
き
焼
き
肉
セ
ッ
ト
を
４
名
に

　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
海
」

の
ご
愛
読
者
の
皆
さ
ま
に
、

今
回
は
愛
知
県
の
ご
当
地
牛

「
知
多
牛
響ひ

び
きす
き
焼
き
肉
セ

ッ
ト
」
＝
写
真
＝
を
４
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
問

題
の
答
え
を
下
記
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　
〈
問
題
〉
収
入
保
険
の
加

入
に
は
○
色
申
告
が
必
要
で

す
。
○
に
該
当
す
る
色
を
次

の
う
ち
か
ら
、
お
答
え
く
だ

さ
い
。

　
ア
白　
イ
青　
ウ
赤

　
〈
応
募
方
法
〉
①
ク
イ
ズ

の
答
え
②
氏
名
③
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
④
年

齢
、
性
別
⑤
紙
面
へ
の
ご
意

見
・
ご
要
望
な
ど
―
―
を
必

ず
お
書
き
の
上
、
は
が
き
か

Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ

い
。

　
は
が
き
の
場
合
は
、
〒
４

６
０
―

０
０
０
２　
愛
知
県

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
２
の

１
の
１１　
愛
知
県
農
業
共
済

組
合　
「
知
多
牛
響
す
き
焼

き
肉
セ
ッ
ト
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

係
ま
で
。

　
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

kikaku@
nosai-aic

hi.or.jp

ま
で
。

　
な
お
、
ご
記
入
い
た
だ
い

た
個
人
情
報
は
、
商
品
の
発

送
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

　
〈
締
め
切
り
〉
２
０
２
０

年
１１
月
９
日
㈪
当
日
消
印
有

効
　
〈
当
選
者
の
発
表
〉
商
品

の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
国
の
保
険
制

度
で
、
青
色
申
告
を
し
て
い

る
農
業
者
が
対
象
で
す
。
加

入
申
請
の
期
限
は
、
個
人
の

方
は
令
和
２
（
２
０
２
０
）

年
１２
月
末
ま
で
で
す
。

　
制
度
や
加
入
手
続
き
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
各
県

の
農
業
共
済
組
合
等
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
岐
阜
県
農
業
共
済
組
合

☎
０
５
８
（
２
７
０
）
０
０

８
３　

　
▽
静
岡
県
農
業
共
済
組
合

連
合
会
☎
０
５
４
（
２
５

１
）
３
５
１
１

　
▽
愛
知
県
農
業
共
済
組
合

☎
０
５
２
（
２
０
４
）
２
４

１
１

　
▽
三
重
県
農
業
共
済
組
合

☎
０
５
９
（
２
２
８
）
５
１

３
５

加
入
申
請
の
問
い
合
わ
せ
は

　
【
三
重
支
局
】
「
茶
は
霜
な

ど
の
天
候
や
市
場
価
格
に
左
右

さ
れ
や
す
く
、
経
営
努
力
だ
け

で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分
が

大
き
い
作
物
だ
と
思
う
」
と
話

す
森
川
浩
明
さ
ん（
４９
）は
、
四

日
市
市
水
沢
野
田
町
で
茶
８
４

０
㌃
を
栽
培
し
て
い
る
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
市
場
価
格
が
暴
落

し
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

森
川
さ
ん
は
「
一
番
茶
の
価
格

が
去
年
の
二
番
茶
よ
り
も
低
い

状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

嘆
く
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
一
番
茶
の
市

場
価
格
は
二
番
茶
の
倍
ほ
ど
だ

が
、
今
年
は
買
い
手
が
付
か

ず
、
出
荷
量
が
激
減
。
「
出
荷

で
き
な
く
て
も
管
理
の
た
め
に

は
刈
り
取
り
作
業
が
必
要
。
泣

く
泣
く
茶
葉
を
刈
り
落
と
し
て

廃
棄
し
た
」
と
い
う
。
廃
棄
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
肥
料
代
や

人
件
費
は
、
通
常
時
と
同
額
か

か
る
た
め
、
収
入
は
減
少
す
る

一
方
だ
。

　
そ
ん
な
中
、
「
昨
年
か
ら
収

入
保
険
に
加
入
し
て
い
た
お
か

げ
で
、
支
払
わ
れ
た
保
険
金
を

営
農
資
金
に
回
す
こ
と
が
で
き

た
」
と
安あ

ん

堵ど

す
る
。

　
ま
た
、
従
業
員
を
雇
う
立
場

で
も
あ
る
森
川
さ
ん
は
、
「
給

料
を
支
払
え
な
い
と
い
う
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
収
入
の
８
割

を
補
償
し
て
く
れ
る
収
入
保
険

の
お
か
げ
で
、
安
心
し
て
眠
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
話
す
。

　
収
入
保
険
に
助
け
ら
れ
た
実

体
験
か
ら
、
周
り
の
茶
農
家
に

も
加
入
を
勧
め
て
い
る
と
い

う
。
「
こ
れ
か
ら
は
農
業
者
が

自
分
自
身
で
経
営
を
行
っ
て
い

く
時
代
。
収
入
保
険
は
、
そ
の

危
険
分
散
の
一
つ
に
な
る
」
と

話
す
。　
　
　
　
　
（
横
井
）

　
【
愛
知
支
局
】
安
城
市
で
ハ

ウ
ス
キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培
す
る
大

屋
卓
久
さ
ん（
６４
）は
、
高
校
卒

業
後
に
家
業
を
継
ぎ
、
キ
ュ
ウ

リ
農
家
と
な
っ
た
。
現
在
は
ハ

ウ
ス
約
２８
㌃
で
、
妻
の
真
知
子

さ
ん（
６０
）と
パ
ー
ト
の
３
人
で

品
種「
ト
ッ
プ
ラ
ン
」を
栽
培
し

て
い
る
。「
新
品
種
よ
り
も
、
２０

年
間
の
病
虫
害
対
応
の
経
験
を

生
か
し
同
じ
品
種
を
作
り
続
け

て
い
る
」と
大
屋
さ
ん
は
話
す
。

そ
れ
で
も
、
生
育
期
間
中
の
１

月
か
ら
２
月
に
か
け
て
病
害
な

ど
に
非
常
に
な
り
や
す
く
、
と

て
も
神
経
を
使
う
と
い
う
。

　
そ
ん
な
中
、
三
つ
の
要
因
が

あ
り
、
収
入
保
険
へ
の
加
入
を

決
め
た
。
一
つ
目
は
、
新
規
加

入
の
１
年
目
限
定
だ
が
、
野
菜

価
格
安
定
制
度
と
同
時
加
入
が

可
能
な
こ
と
だ
。
二
つ
目
は
、

特
別
定
額
給
付
金
を
加
入
資
金

に
回
せ
た
こ
と
。
三
つ
目
は
、

農
業
者
が
体
調
を
崩
し
た
際
の

収
入
補
償
―
―
こ
れ
が
一
番
の

決
め
手
と
な
っ
た
。

　
先
日
、
大
屋
さ
ん
が
腰
を
悪

く
し
、
真
知
子
さ
ん
か
ら
今
冬

の
ハ
ウ
ス
管
理
は
私
だ
け
で
は

で
き
な
い
と
伝
え
ら
れ
た
ほ

か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
自
分
や
家
族

が
感
染
し
た
ら
、
収
入
が
無
く

な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
、
保
険

の
必
要
性
を
実
感
し
た
と
い

う
。
「
恵
方
巻
き
を
食
べ
る
２

月
ご
ろ
に
、
キ
ュ
ウ
リ
の
需
要

が
高
ま
り
、
収
入
が
安
定
す

る
。
作
物
自
体
の
病
虫
害
対
策

は
自
分
で
で
き
る
が
、
体
調
を

崩
し
た
際
の
収
入
の
保
険
は
今

ま
で
な
か
っ
た
」
と
話
す
。

　
ま
た
、
加
入
手
続
き
に
つ
い

て
「
過
去
５
年
間
分
の
確
定
申

告
書
と
決
算
書
を
提
出
す
る
く

ら
い
で
、
煩
わ
し
さ
は
な
か
っ

た
」
と
話
す
大
屋
さ
ん
。
「
安

定
し
た
収
入
を
確
保
し
、
貯
蓄

も
で
き
る
農
業
経
営
を
続
け
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　
　
（
三
輪
、
入
山
、
兼
子
）

　
【
岐
阜
支
局
】
高
山
市
久
々

野
町
の
海
抜
７
５
０
～
７
８
０

㍍
に
位
置
す
る
高
冷
地
で
、
リ

ン
ゴ
１
５
０
㌃
と
モ
モ
２５
㌃
を

家
族
で
栽
培
す
る
果
樹
園
「
ふ

く
わ
ら
び
」
の
長
瀬
重
喜
さ
ん

（
７５
）と
息
子
の
安
弘
さ
ん

（
４７
）。
有
機
質
肥
料
を
施
用

し
、
化
学
合
成
農
薬
の
使
用
を

抑
え
た
栽
培
で
収
穫
さ
れ
た
果

実
を
産
地
直
送
で
販
売
す
る
。

　
「
ひ
と
昔
前
の
作
り
方
に
似

て
い
る
の
で
、
購
入
者
か
ら

『
昔
食
べ
た
リ
ン
ゴ
の
味
が
す

る
』
と
言
わ
れ
ま
す
」
と
２
人

は
話
す
。

　
購
入
者
に
は
、
食
べ
比
べ
て

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
リ
ン

ゴ
は
約
3０
品
種
、
モ
モ
は
５
品

種
を
栽
培
。
そ
の
時
季
に
用
意

で
き
る
品
種
を
詰
め
合
わ
せ
て

発
送
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
安
弘
さ
ん
が
収
入
保
険
制
度

を
最
初
に
知
っ
た
の
は
、
税
務

署
に
貼
っ
て
あ
っ
た
ポ
ス
タ

ー
。
以
前
は
果
樹
共
済
の
半
相

殺
特
定
危
険
方
式
（
減
収
暴
風

雨・ひ
ょ
う
害
・
凍
霜
害
方
式
）

を
選
択
し
て
い
た
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
職
員
の
提
案
も
あ
り
、
２

０
１
９
年
１
月
の
収
入
保
険
制

度
初
年
度
に
加
入
し
た
。

　
「
青
色
申
告
の
書
類
を
使
っ

て
、
農
家
ご
と
の
基
準
収
入
の

設
定
を
す
る
。
は
っ
き
り
し
て

分
か
り
や
す
い
の
が
い
い
」
と

安
弘
さ
ん
。
昨
年
は
、
４
～
５

月
の
晩
霜
で
花
芽
が
枯
死
す
る

な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
。
今
年

７
月
の
雨
の
影
響
が
心
配
だ
っ

た
と
い
う
。
重
喜
さ
ん
は
「
熊

本
地
震
や
近
年
の
大
型
台
風
な

ど
大
き
な
災
害
が
不
安
。
７
月

の
豪
雨
で
は
、
近
く
で
崩
れ
た

場
所
も
あ
っ
た
。
保
険
へ
の
加

入
は
自
分
で
備
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
収
入
保
険
の
加
入
は

心
強
い
」
と
話
す
。
（
松
岡
）

　
【
静
岡
支
局
】
富
士
市
で
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
３
㌶
と
エ
ダ
マ
メ

２
㌶
、
水
稲
４
・
５
㌶
を
栽
培

す
る
鈴
木
康や

す

史ふ
み

さ
ん（
４２
）。
若

手
農
家
で
結
成
し
た
「
東
部
稲

作
研
究
会
」
に
加
入
し
、
情
報

交
換
や
卸
先
の
開
拓
を
進
め
る

な
ど
仲
間
と
精
力
的
に
活
動
し

て
い
る
。

　
鈴
木
さ
ん
は
妥
協
せ
ず
に
良

い
も
の
を
作
り
た
い
と
の
思
い

が
強
く
、
設
備
や
良
質
な
肥
料

へ
の
投
資
を
惜
し
ま
な
い
。
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
エ
ダ
マ
メ
の
圃

場
に
は
、
高
さ
２
㍍
の
鉄
柵
の

上
に
電
気
柵
を
巡
ら
せ
る
こ
と

で
、
獣
害
が
一
切
な
く
な
っ
た

と
い
う
。

　
収
入
保
険
に
加
入
し
た
決
め

手
を
「
露
地
栽
培
で
は
、
ど
ん

な
に
ま
じ
め
に
や
っ
て
も
そ
れ

が
実
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
補
償
は
自
分
の
味
方
で
あ

り
、
不
安
を
取
り
除
く
も
の
だ

っ
た
」
と
話
す
鈴
木
さ
ん
。

　
以
前
か
ら
減
収
を
補
償
す
る

保
険
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
収
入
保
険
制
度
が
で

き
る
と
い
う
情
報
を
耳
に
し

た
。
担
当
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員

に
は
、
「
加
入
申
請
が
始
ま
っ

た
ら
一
番
に
声
を
掛
け
て
ほ
し

い
」
と
伝
え
、
制
度
開
始
と
と

も
に
加
入
し
た
。

　
今
年
は
６
月
の
長
雨
の
影
響

で
エ
ダ
マ
メ
の
収
穫
量
が
半
分

以
下
に
落
ち
込
む
な
ど
、
過
去

最
悪
の
収
支
見
込
み
と
な
り
、

昨
年
に
続
き
つ
な
ぎ
融
資
を
受

け
た
。
自
分
へ
の
支
払
実
績
に

つ
い
て
隠
さ
ず
仲
間
に
伝
え
、

こ
れ
ま
で
に
１５
人
ほ
ど
に
収
入

保
険
の
良
さ
を
紹
介
し
、
加
入

を
後
押
し
し
た
。

　
「
実
際
に
申
請
す
る
と
簡
単

だ
が
、
加
入
す
る
ま
で
に
分
か

り
づ
ら
い
と
い
う
印
象
が
あ
る

の
が
も
っ
た
い
な
い
。
集
団
加

入
割
引
制
度
や
、
掛
金
が
高
く

て
も
今
以
上
に
補
償
割
合
の
高

い
プ
ラ
ン
の
創
設
な
ど
、
今
後

も
改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
望

み
ま
す
」
と
話
す
。
（
増
井
）

　農業経営には、自分で解決が難しいリスクが付きまとう。
新型コロナの感染拡大による市場価格の低下のほか、大型台
風や集中豪雨、いつ発生してもおかしくないと危惧される東
海地震などの天変地異、さらには農業者個人の急な体調不良
まで――どんなに頑張って農業を営んでいても、それは突然
訪れてしまう。そんな中、さまざまなリスクの備えに「収入
保険」を選択した東海４県の農業者を紹介する。

「毎年購入してくれるリピーターの期
待に応えたい」と話す長瀬さん親子

「
リ
ス
ク
へ
の
備
え
と
し
て
、
収
入
保
険
は
頼
り
に
な

る
存
在
」
と
話
す
森
川
さ
ん

トップランを栽培するハウスの前で収入
保険の安心感を話す大屋さん夫妻

収入保険について「頑張った分が報
われる制度だ」と話す鈴木さん

収入保険 安心の経営で を

病
気
や
け
が
に
備
え
る
た
め

従
業
員
の
生
活
も
守
る
手
段

幅
広
い
補
償
で
内
容
が
明
快

欲
し
か
っ
た
補
て
ん
制
度

長
瀬
重
喜
さ
ん
、安
弘
さ
ん
岐
阜
県
高
山
市

果
樹

鈴
木
康
史
さ
ん
静
岡
県
富
士
市

野
菜
、水
稲

森
川
浩
明
さ
ん
三
重
県
四
日
市
市

茶

大
屋
卓
久
さ
ん
愛
知
県
安
城
市

キ
ュ
ウ
リ


